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つ とも少な ぐなつている。また一方椎茸発主量の少ないB、c、a品 種は雑苗発生 も少なぐ、ま

た亘、 恥ま雑菌の発生が劣 ぐ、同時に椎茸発生量は少なぐ左つているo

従つてこの試験結果から考えられることは先にものべたように、椎茸種菌は 自然的環境条件に

大 きぐ左右され、そのためかなり雑菌が遽入つてきて も椎茸の発生がみられる場合もあるし、そ

れ とは逆に雑菌があまり侵入 していなぐとも、椎茸の発生量は少なぐなつてあらわれている場合

竜ある。 これは樺茸栽培を鉛こなう場合、その地域に適した品種(種 菌 〉の選択が何よりも重要

であることを物語る ものである。 と同時に雑菌の防除方策に対 して も十分の考慮をはらう必要が

あろ うと考えられる。

B.林 業機械に関す る研究

集運材用半調整式架空 線について

中 尾 博 美

石 津 一 実
1.は じ め に

葡回まで半調整式架空線につき、その運搬荷重の描 ぐ曲線 一 軌跡 一 と中間支点乗越しの難

易の判定、次いで、衝撃荷重の問題についてその衝撃の緩和能力、以上2点 につき常に条件を同

じぐして、固定式架空線の揚合と対比させて実験的に究明して来た。

その結果

{G)半調整式架空線の荷重点軌跡は重錘上昇前の最短主索長における固宗書架空綿の薪電点軌

跡と、荷重がスパソ中央にある時の最長主索長に吾ける固定式架空線の荷重点軌跡の間に

描かれる。

②達搬荷重の描 ぐ軌跡から、半調整式架空線の方が両端固定式架空線より、支点附近での索

屈折角が小さい。すなわち多支間索道について想定する時、中間支点乗越 しが容易であろ

うということが推測されるo

(3)衝撃係数は従来言われている主索緊張度との相関よりは運行速度との間に、より緊密な相

関があることが実証されたo

な勘、固定式架空線の場合の衝撃係数式は

a=:11.66マ ー5.2ア 働

半調整式架空線の場合の衝撃係数式は



a==6.61v十 〇.27(%)

とな り・平均AIKvat:s.o～5・gM/,。cで は固定式羅 線の齢 に くらべ 約6脇 膿

の衝撃 しか生 じない事が実証された。

但 しa:衝 撃係数働

▽:平 均運行速度(m/sec)

正 主索お よび曳索の張力について

前述の実験繍 鯛 い澗 定式雑 線と糊 整式雑 線につき灘 硬 碓 置(スパソ叱

%5/4の5点)に よ鍍 化する坊 蜘(測 る主恥 よび麟 それぞれ嚥 加 瓢 動

的状態について求めたo

その結果

紛主索張力は緊張度、荷重、速度の如何によらず、固定式架空線では荷重がスパン中央にあ

る時に最大となり、上下両支点に近づ ぐにつれて小「さぐなるoこ れに対 し、半調整式架空

線では砥ぽ同様な傾向を示すが、最大主索張力は小さ ぐなるo

従つて、よ参大なる荷重を運搬でき、また書いかえれば、等しい運搬荷重の時は主索緊張

度を強め、荷重点の垂下量を小さ ぐし、支点乗越しを容易にする事が出来るとい う利点が

ある。 また静的状態にぐらべ動的状態では舅らかに主索張力は大 きぐ、この点は更に検討

を加えるべ廷重要な問題の一つであろ う。

②上方曳索張力は 緊張慶、荷重、速慶の如何によらず固定式で も、半調整式で もあらゆる場

・fli・1'c,荷鄭 上放 敵 近 ・・スパ ソ(%)Z。 に ある畷 大 とな り、(2/4)Z・ ・砺 換

と下方支点に近づ ぐにつれて小さぐなる。

⑤半調整式架空線における主索張力と上方曳索張力についてみると最大主索張力を生じる条

件では固定式架空線にぐらべると虜らかに小さい。 この時のそれぞれの上方曳索張力をみ

ると逆に半調整式架空線の方が大 きいoま た、固定式架空線の場合にも、主索張力の減少

と同時に上方曳索張力の増加がみられる。この点について も、曳索を単に荷重とみなす従

来の考え方は検討されるべきであろう。

皿.調 整式架空索道は林道への導入が不可能であつたが本研究で想定した.半 調整式架空線で

は、最大の問題点であつた重錘とその懸吊装置機構の改良により、その導入の可能性を高めたo

今後はこの最 も重要 な機梼部の改善に努めるo


